
写真：まつぼっくりに色をぬって木にかざろう （11 月 18 日） 

国民の森林・国有林 
林野庁 北海道森林管理局

今月のトピック

・「下刈り作業の機械化に向けた取組」
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こ
れ
ま
で
の
森
林
づ
く
り
は
、

人
の
手
に
よ
っ
て
一
本
一
本
苗

木
を
植
え
、
立
派
に
育
て
る
た
め

に
雑
草
を
刈
り
払
う
な
ど
の
手

間
暇
を
か
け
て
人
力
に
よ
る
作

業
に
頼
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

森
林
づ
く
り
の
担
い
手
の
減
少

や
高
齢
化
に
伴
い
、
こ
の
ま
ま
で

は
健
全
な
森
林
づ
く
り
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
北
海

道
の
森
林
づ
く
り
に
明
る
い
未

来
を
も
た
ら
す
た
め
の
取
組
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

森
林
は
、
国
土
の
保
全
、
水
源

の
涵
養
、
木
材
の
生
産
等
の
多
面

的
機
能
の
発
揮
に
よ
っ
て
、
国
民

生
活
及
び
国
民
経
済
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在

の
道
内
の
森
林
は
、
こ
れ
ま
で
の

先
人
の
努
力
等
に
よ
り
、
戦
後
造

成
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
・
ト
ド
マ
ツ

等
か
ら
構
成
さ
れ
る
人
工
林
を

中
心
に
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
て
お
り
、
こ
の
森
林
資
源
を
循

環
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
道
内
の
林
業
・
木
材
産

業
は
、
長
期
に
わ
た
る
林
業
所
得

の
減
少
、
森
林
所
有
者
の
経
営
意

欲
の
低
迷
等
に
直
面
す
る
な
ど
、

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
き
て

い
ま
す
。
と
り
わ
け
林
業
労
働
者

数
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
は
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
29

年
度
の
60
歳
以
上
の
割
合
は
約

３
割
と
、
依
然
と
し
て
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
若
年
層

の
新
規
就
労
者
の
確
保
が
今
後

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
林
業
生
産
性

の
向
上
は
も
と
よ
り
、
林
業
労
働

者
の
労
働
負
荷
の
低
減
の
観
点

か
ら
、
林
業
機
械
の
開
発
・
導
入

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
森
林
づ
く
り
の
作
業
の
中
で

も
、
植
栽
し
た
苗
木
の
成
長
を
阻

害
す
る
草
本
等
を
除
去
し
、
苗
木

の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
の

下
刈
り
作
業
に
つ
い
て
は
、
特
に

夏
期
の
炎
天
下
や
急
斜
面
と
い

っ
た
厳
し
い
労
働
環
境
で
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
そ
の
機

械
化
を
図
る
こ
と
が
、
若
年
層
の

労
働
者
の
確
保
に
大
き
く
つ
な

が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
海
道
は
、
本
州
等
と
比
べ
傾

斜
が
緩
や
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

林
業
機
械
の
導
入
に
あ
た
っ
て

の
親
和
性
が
高
く
、
立
木
を
伐
採

し
て
丸
太
を
生
産
す
る
現
場
で

は
、
高
い
生
産
性
を
有
す
る
高
性

能
林
業
機
械
の
導
入
が
既
に
進

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
、
労
働
負
荷
が
極
め
て
高

く
き
つ
い
下
刈
り
作
業
に
つ
い

て
は
、
数
十
年
前
と
変
わ
ら
な
い

刈
払
機
を
用
い
た
人
力
に
頼
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
「
北

海
道
型
森
林
整
備
機
械
化
作
業

シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
主
に
下
刈
り
作

業
の
機
械
化
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
に

は
、
空
知
森
林
管
理
署
管
内
の
国

有
林
に
お
い
て
、
機
械
に
よ
る
下

刈
り
の
仕
上
が
り
が
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
把
握
す
る
た
め
に

実
証
試
験
を
実
施
し
、
関
係
機
関

等
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

実
証
試
験
で
は
次
の
４
機
種

を
用
い
ま
し
た
。（
写
真
２
～
５
）

 

実
証
試
験
の
結
果
、
ど
の
機
械

に
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
ほ
か
、
い
く
つ
か
の
課
題
が

明
確
に
な
り
、
特
に
、
「
機
械
の

走
行
・
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
植
栽
木
の
配
置

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
、「
走

行
・
作
業
ス
ペ
ー
ス
に
伐
根
（
切

り
株
）
が
あ
る
と
機
械
を
前
進
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か

写真 1:従来からの下刈り作業 

写真 3：油圧ショベルバケット

写真 4：乗車型自走式刈払機

写真 2：油圧ショベルクラッシャ

写真 5：手押し型自走式刈払機
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ら
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
」

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。 こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
は
図
１
の
よ
う
に
油
圧
シ
ョ

ベ
ル
が
林
内
を
走
行
し
な
が
ら

下
刈
り
作
業
を
で
き
る
よ
う
な

モ
デ
ル
林
の
仕
様
を
検
討
・
作
成

し
、
モ
デ
ル
林
の
造
成
に
と
り
か

か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
造
成
し
た
モ
デ
ル
林

で
下
刈
り
が
必
要
と
な
る
の
は

２
～
３
年
後
と
想
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
本

年
７
月
、
留
萌
南
部
森
林
管
理
署

管
内
の
国
有
林
に
お
い
て
、
モ
デ

ル
林
に
近
い
林
地
を
仮
想
モ
デ

ル
林
と
し
た
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
（
破

砕
機
）
に
よ
る
機
械
下
刈
り
の
実

証
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
写

真
６
～
９
）

ク
ラ
ッ
シ
ャ
に
よ
る
下
刈
り

の
仕
上
が
り
は
想
像
以
上
の
出

来
で
、
今
回
初
め
て
ク
ラ
ッ
シ
ャ

を
操
作
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も

作
業
開
始
か
ら
３
時
間
程
度
で

操
作
に
慣
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
刈
払

い
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。 

下
刈
り
の
作
業
功
程
は
実
質

５
時
間
で
０
．
５
ha
で
あ
り
、

慣
れ
な
い
操
作
や
前
日
の
降
雨

に
よ
る
ぬ
か
る
み
な
ど
好
条
件

で
は
な
い
中
で
の
作
業
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
刈
払
機

に
よ
る
人
力
作
業
と
比
較
し
て

同
程
度
以
上
の
作
業
効
率
と
な

り
、
軽
労
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。 

今
回
、
取
り
組
ん
だ
実
証
事
業

の
他
に
も
、
北
海
道
森
林
管
理
局

管
内
国
有
林
に
お
い
て
機
械
下

刈
り
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。 

①
上
川
北
部
森
林
管
理
署
に
お

い
て
、
乗
車
型
自
走
式
刈
払
機
に

よ
る
下
刈
り
を
実
施
（
写
真
10
）
。 

②
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
管
内

に
お
い
て
、
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
装
着

草
刈
り
剪
定
刃
に
よ
る
下
刈
り

を
実
施
（
写
真
11
・
12
）
。

ま
た
、
北
海
道
森
林
管
理
局
以

外
で
も
様
々
な
機
械
下
刈
り
の

検
討
・
実
証
が
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
取
組
を
実
施
し
て
い
る
関
係

機
関
と
情
報
共
有
な
ど
の
連
携

を
進
め
て
い
ま
す
。
多
様
な
機
械

下
刈
り
作
業
の
動
画
も
収
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
機
械
下
刈
り
の

推
進
を
目
的
に
幅
広
い
情
報
提

供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で

は
、
今
年
度
造
成
し
た
モ
デ
ル
林

で
想
定
し
て
い
る
２
～
３
年
後

の
下
刈
り
か
ら
本
格
的
な
機
械

下
刈
り
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
モ

デ
ル
林
の
仕
様
と
機
械
に
よ
る

下
刈
り
作
業
を
一
般
化
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
の
解
消
に
向
け
、

機
械
化
に
よ
る
下
刈
り
作
業
の

省
力
化
・
軽
労
化
と
そ
の
実
用

化
・
技
術
普
及
を
引
き
続
き
目
指

し
ま
す
。

写真 8：クラッシャで破砕した伐根 

写真 6：仮想モデル林でクラッシャ下

刈り 

写真 9：クラッシャ下刈りの仕上

がり状況（写真右側が機械下刈り後の

状況） 

写真 7：クラッシャによる伐根破砕 

写真 12：油圧ショベル装着草刈り剪定

刃を使用した現地検討会

写真 10：乗車型自走式刈払機を使用した下

刈りの技術研修会 
写真 11：油圧ショベル装着草

刈り剪定刃のアタッチメント 
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一 

は
じ
め
に 

 

北
海
道
北
部
に
位
置
し
、

観
光
地
と
し
て
有
名
な
「
利

尻
島
」
は
、
面
積
の
約
８
割

が
森
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
国
有
林
は
85
％
を

占
め
て
お
り
、
人
工
林
は
林

齢
50
年
生
前
後
の
ト
ド
マ
ツ
、

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
多
く
、
利

用
適
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
島
内
に
は
林
業

事
業
体
、
木
材
加
工
施
設
が

存
在
し
て
お
ら
ず
、
島
外
へ

木
材
を
運
搬
す
る
に
は
船
舶

を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
、

島
内
の
人
工
林
の
整
備
を
進

め
る
た
め
に
は
多
く
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
民
有
林
も
間
伐
適

期
を
迎
え
る
人
工
林
が
多
く

あ
る
こ
と
か
ら
、
利
尻
島
の

森
林
を
適
切
に
整
備
し
、
間

伐
材
の
有
効
利
用
に
向
け
、

国
有
林
と
民
有
林
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
課
題
解
決
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。 

二 

課
題
解
決
に
向
け
た 

 

取
組 

利
尻
島
に
お
け
る
森
林
整

備
や
木
材
利
用
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
宗
谷
総

合
振
興
局
、
地
元
自
治
体
、
宗

谷
森
林
管
理
署
等
関
係
者
に

よ
る
意
見
交
換
会
等
を
開
催

し
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
現
地
状
況
を
把
握

し
、
よ
り
具
体
的
な
検
討
を
進

め
る
た
め
、
十
月
に
宗
谷
総
合

振
興
局
林
務
課
・
森
林
室
、
林

業
事
業
体
、
利
尻
町
、
利
尻
富

士
町
及
び
宗
谷
森
林
管
理
署

に
よ
る
現
地
検
討
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

現
地
検
討
会
で
は
、
国
有
林

と
民
有
林
そ
れ
ぞ
れ
２
箇
所

の
間
伐
対
象
林
分
に
お
い
て
、

生
育
状
況
、
木
材
の
形
質
、
伐

採
・
搬
出
方
法
等
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
木
材
の
船

舶
輸
送
で
利
用
が
想
定
さ
れ

る
沓
形
（
く
つ
が
た
）
港
に
お

い
て
港
湾
施
設
の
利
用
状
況

や
木
材
の
ス
ト
ッ
ク
箇
所
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

国
有
林
・
民
有
林
と
も
に
伐

採
・
搬
出
で
の
大
き
な
問
題
は

見
あ
た
り
ま
せ
ん
が
、
林
業
機

械
の
船
舶
輸
送
の
方
法
や
造

材
コ
ス
ト
、
港
に
お
け
る
木
材

の
集
積
場
所
は
港
湾
工
事
や

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
い

て
は
調
整
が
必
要
で
あ
る
な

ど
船
舶
輸
送
に
関
す
る
課
題

の
多
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。 

三 

今
後
の
取
組 

現
地
確
認
後
、
利
尻
富
士
町 

役
場
で
意
見
交
換
を
行
い
、
多

く
の
課
題
が
あ
る
中
、
森
林
施

業
の
実
施
に
は
多
く
の
コ
ス

ト
が
掛
か
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
間
伐

の
実
施
を
想
定
し
た
、
コ
ス
ト

計
算
（
試
算
）
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
有
林
・
民
有
林
の

間
伐
対
象
箇
所
の
資
源
量
の

把
握
を
行
い
、
民
国
共
同
施
業

に
よ
る
コ
ス
ト
縮
減
方
法
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、

将
来
的
に
は
利
尻
島
の
木
材

を
島
内
で
利
用
で
き
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
で

あ
る
と
確
認
し
ま
し
た
。 

四 

お
わ
り
に 

利
尻
島
の
木
材
利
用
に
当

た
っ
て
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
利
尻
島
の
森
林
を

適
切
に
整
備
し
、
木
材
を
有
効

に
利
用
す
る
た
め
、
今
後
も
宗

谷
総
合
振
興
局
や
地
元
自
治

体
等
の
関
係
者
と
連
携
し
、
地

域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

宗 谷

利 尻 島 の 木 材 利 用 に 向 け て 

地域課題の解決に向けた取組 

宗谷森林管理署 

現地確認後の意見交換の様子 

現地での状況確認（国有林） 
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オ
ホ
ー
ツ
ク
の
国
有
林 

砥
草
原(

と
く
さ
は
ら)

森
林

事
務
所
が
所
在
す
る
小
清
水
町

は
、
北
海
道
北
東
部
の
オ
ホ
ー

ツ
ク
総
合
振
興
局
管
内
の
南
側

に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し
た
網

走
国
定
公
園
の
止
別
（
や
ん
べ

つ
）
海
岸
防
災
林
を
始
め
と
し

た
国
有
保
安
林
エ
リ
ア
、
藻
琴

山
自
然
休
養
林
を
含
む
阿
寒
・

摩
周
国
立
公
園
エ
リ
ア
迄
の
砥

草
原
・
小
清
水
森
林
事
務
所
部

内
１
１
，
３
６
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
国
有
林
が
森
林
事
務
所
の
管

理
区
域
で
す
。 

地
域
関
係
者
と
と
も
に 

小
清
水
原
生
花
園
は
、
小
清

水
町
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
濤
沸

湖
（
と
う
ふ
つ
こ
）
に
挟
ま
れ

た
国
道
２
４
４
号
線
沿
い
に
位

置
し
、
全
長
８
㎞
（
面
積
２
７

５
㌶
）
の
細
長
い
砂
丘
上
に
あ

る
国
有
保
安
林
エ
リ
ア
で
す
。 

こ
の
小
清
水
原
生
花
園
は
網

走
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぎ
た

い
北
海
道
の
宝
物
と
し
て
「
北

海
道
遺
産
」
に
も
指
定
さ
れ
ま

し
た
。 

同
原
生
花
園
で
は
今
か
ら

30
年
程
前
に
、
厳
し
い
気
象
条

件
に
加
え
て
外
来
種
や
帰
化
植

物
の
繁
茂
に
よ
り
貴
重
な
草
花

が
衰
退
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
平
成
５
年
か
ら
植

生
回
復
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
と
小
清
水
町
、
地

元
消
防
や
消
防
団
、
当
署
の
若

手
職
員
が
中
心
と
な
り
、
総
勢

約
１
０
０
名
で
融
雪
後
の
早
春

に
砂
丘
の
原
野
部
に
火
入
れ
を

行
い
枯
草
や
牧
草
な
ど
を
焼
い

て
花
の
咲
く
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。
夏
に
は
約
４０
種
類
の

魅
力
的
で
美
し
い
花
（
ハ
マ
ナ

ス
、
エ
ゾ
ス
カ
シ
ユ
リ
、
エ
ゾ

キ
ス
ゲ
な
ど
）
の
絨
毯
が
広
が

り
ま
す
。
ま
た
、
夏
の
終
わ
り

に
は
砂
丘
の
清
掃
活
動
や
秋
に

は
外
来
種
や
帰
化
植
物
の
除
去

等
、
花
園
回
復
の
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

森
林
事
務
所
の
仕
事 

森
林
官
の
仕
事
は
、
森
林
の

整
備
計
画
を
立
て
る
た
め
の
地

況
・
林
況
等
の
各
種
調
査
業
務

や
風
倒
木
、
崩
土
、
落
石
な
ど

林
道
施
設
等
の
被
害
の
確
認
、

国
有
林
と
民
有
地
と
の
境
界
管

理
、
各
種
請
負
・
委
託
事
業
の

監
督
、
林
道
・
作
業
道
の
維
持
・

管
理
と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。 

ま
た
、
昭
和
１２
年
（
１
９
３
７

年
）
に
ヤ
チ
ダ
モ
を
植
栽
し
て

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
止
別
海

岸
防
災
林
造
成
は
、
植
物
の
生

育
に
適
さ
な
い
土
壌
と
強
風
に

さ
ら
さ
れ
る
厳
し
い
自
然
条
件

の
も
と
、
住
宅
や
鉄
道
、
道
路
、

農
地
な
ど
へ
の
潮
害
、
飛
砂
、

風
害
な
ど
の
被
害
を
防
止
又
は
、

軽
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
71
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
海
岸
の
緑
化
を
終
え
て
お
り
、

今
も
過
酷
な
条
件
へ
の
挑
戦
は

営
々
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。 

終
わ
り
に 

海
岸
防
災
林
や
防
風
林
、
藻

琴
山
自
然
休
養
林
な
ど
特
色
の

あ
る
国
有
林
の
中
で
森
林
官
を

務
め
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
幸

せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
森
林
が
も
つ
機

能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

日
々
、
山
を
観
察
し
続
け
、
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
施
業
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

網走南部森林管理署 
砥草原森林事務所 

森林官 村辺 寿宏 中央が筆者 

地域関係者との火入れ 
（毎年 5 月初旬に実施） 

↑造成中の海岸防災林 

地域関係者との外来種や 
帰化植物除去 

↑成林した 
海岸防災林 
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緑
に
覆
わ
れ
た
森
林
の
中
で
働

く
日
々
。
そ
ん
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
と
、
休
日
に
も
無
性
に
森
林
に

入
り
た
く
な
り
ま
す
。
今
年
の
四
月

に
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
に
赴
任

し
て
か
ら
半
年
間
、
森
林
の
中
で
感

じ
た
諸
々
を
紹
介
し
ま
す
。 

森
林
に
は
、
多
く
の
危
険
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
地
面
は
舗
装
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
石
や
ぬ
か
る
み
で
転
ぶ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
熊
や
蜂
な
ど

襲
わ
れ
た
ら
生
命
に
も
か
か
わ
る

生
物
も
い
ま
す
。 

で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
普
段
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
感
覚
が
あ
る

と
こ
ろ
が
森
林
の
良
さ
な
の
で
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
電
波
が
届
か

な
い
た
め
、
た
だ
の
カ
メ
ラ
と
変
わ

り
、
車
は
一
台
も
走
ら
な
い
の
で
騒

音
も
聴
こ
え
て
こ
な
い
。
森
林
で
過

ご
す
時
間
を
邪
魔
す
る
も
の
は
何

も
な
い
。
森
林
で
起
こ
る
可
能
性
の

あ
る
危
険
で
す
ら
、
景
色
を
楽
し
む

ス
パ
イ
ス
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
森
林
は
四
季
を
通
じ
て
多

彩
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
雪

が
解
け
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
乾
く
季

節
に
は
、
花
を
咲
か
せ
晴
れ
や
か
に

彩
ら
れ
た
森
林
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
し
、
お
で
ん
が
恋
し
く
、
外

よ
り
コ
ン
ビ
ニ
の
方
が
暖
か
く
な

る
季
節
に
は
、
一
面
紅
葉
し
色
鮮
や

か
な
の
に
、
少
し
寂
し
く
、
暖
か
い

森
林
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
森

林
の
表
情
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
天
気
や
気
温
、
は
た
ま
た

そ
こ
に
生
息
す
る
野
生
動
植
物
に

よ
っ
て
も
、
見
え
る
表
情
が
違
い
ま

す
。
一
度
見
た
ら
二
度
は
な
い
、
そ

ん
な
表
情
が
森
林
に
は
あ
り
ま
す
。 

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
海
や
川
を

眺
め
た
り
、
公
園
の
噴
水
を
ふ
と
見

つ
め
た
り
し
て
、
長
い
時
間
を
過
ご

し
た
経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
水

に
は
、
見
る
、
音
を
聴
く
こ
と
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、
今
で
は
、
せ
せ
ら
ぎ
の
音

が
入
っ
た
CD
が
販
売
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
川
や
沢
が
流
れ
て
い
る

森
林
で
は
せ
せ
ら
ぎ
の
音
や
、
風
に

扇
が
れ
樹
木
の
葉
が
揺
れ
た
音
が
、

他
の
音
と
混
ざ
り
癒
や
し
て
く
れ

る
た
め
、
よ
く
座
っ
て
休
憩
を
し
て

し
ま
い
ま
す
。 

こ
の
心
地
よ
さ
は
、
ど
ん
な
に
優

れ
た
ス
ピ
ー
カ
ー
で
も
敵
わ
な
い

で
し
ょ
う
。 

ま
た
、
森
林
内
で
深
呼
吸
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
の

に
お
い
を
感
じ
る
こ
と
で
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
効
果
も
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
も
森
林
の
魅
力
で
す
。 

山
を
歩
い
て
い
る
と
、
行
者
ニ
ン

ニ
ク
や
コ
ゴ
ミ
、
舞
茸
な
ど
様
々
な

種
類
の
山
菜
に
出
会
い
ま
し
た
。
中

に
は
見
た
目
に
反
し
て
、
お
い
し
い

物
も
あ
り
、
山
の
恵
み
に
感
動
し
ま

し
た
。 

他
に
も
、
樹
木
の
葉
や
皮
に
直
接

触
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
な
ど
、
森

林
に
は
、
言
葉
や
文
字
な
ど
で
は
語

り
き
れ
な
い
魅
力
が
、
無
限
に
あ
り

ま
す
。
半
年
と
い
う
短
い
期
間
で
、

こ
れ
だ
け
の
魅
力
に
出
会
え
た
と

自
分
で
も
驚
い
て
い
ま
す
。 

ま
だ
積
雪
が
あ
る
景
色
を
見
て

い
な
い
と
考
え
る
だ
け
で
、
12
月

以
降
の
森
林
も
と
て
も
楽
し
み
で

す
。 皆

さ
ん
も
森
林
に
癒
や
し
て
も

ら
い
に
行
っ
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。 

第５話

根釧西部森林管理署 

髙橋 直生 

水面の様子も多様です 

高台で刻々と変わる景色を見ながら休憩 

森林内で見つけた舞茸 
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【檜⼭森林管理署】
渡島・檜山地域でも、造成された人工林が充実

期を迎え、主伐再造林の大幅な増加が確実となっ
ていますが、造林作業を担う技術者不足は年々深
刻な状況で造林の低コスト化・軽労化の取組が重
要です。 

これらの課題解決の一方策として、11 月 6 日、
今年度「クリーンラーチコンテナ苗」を植栽した
国有林で現地検討会を開催し、管内自治体、森林
組合等の林業関係者、渡島地区種苗協議会、森林
室等の道関係者、国有林関係者総勢 52 名が参加
しました。検討会ではコンテナ苗のメリットとデ
メリット対策の紹介、裸苗との価格差が減少との
情報提供、緩効性肥料の効果の紹介、専用の植付
器具の使用体験などを実施しました。

低コスト化・軽労化の観点からコンテナ苗の特
性を知ってもらう有意義な検討会になりました。 

【石狩森林管理署】 

10 月 24 日、無人航空機（ドローン）を活用

しての森林資源把握講習会を余市町関係職員、北

後志消防本部を対象に余市町総合体育館で開催し

ました。今回は、余市町から無人航空機の講習会

実施の要請があり対応したものです。 

改正航空法等の概要説明や留意事項及び北海道

森林管理局での活用事例について座学を行い、操

縦体験をしていただいたところ、大変好評で、参

加者からは、「民有林の調査にドローンによる調査

を活用させて欲しい」、「ドローンを購入した後も

今回のような講習会をして欲しい」等のリクエス

トが寄せられました。

今後も自治体等の要請や民有林の撮影等の依頼

に応えていきたいと思います。 

【上川北部森林管理署】

11 月 20 日、「遊々の森」協定を締結している

名寄南小学校で 3 年生を対象とした森林教室を開

催し「ドングリの苗木づくり」と「森林の働き」

についての説明を行いました。ドングリの苗木づ

くりでは、ドングリをポリポットに植えてもらい、

来年の 3 年生が森林教室で使うことを伝えると

「いつ芽が出るの？」と質問があり、春に芽が出

ることを伝えると、みんな丁寧にドングリを植え

ていました。その後、樹木が大きくなるのに何年

かかるのかを確かめるため、輪切板にした木の年

輪を数えてもらいました。また、「植えた木がどう

なるの？」という質問には、昨年と一昨年の植栽

木の写真で、徐々に木が大きくなっていることを

説明しました。こども達に森林や樹木に対して関

心を高めてもらえる森林教室となりました。 

【十勝東部森林管理署】 

11 月 15 日、十勝東部森林管理署本別町国有

林で、十勝総合振興局、本別町、森林組合等の林

業関係者及び当署職員 50 名が参加し、造林作業

の省力化を目指した取組の現地検討会を開催しま

した。当署ではこれまで、伐採から造林までの一

貫作業システムの導入やコンテナ苗の普及など、

造林作業の担い手不足や造林事業量の増加に対応

するため、造林作業の省力化や軽労化に取り組ん

でおり、今回は、重労働である下刈作業を大型機

械にシフトすることにより林業の担い手不足を解

消するための提案と軽量で逆回転が可能なコンテ

ナ苗の電動穴掘機を披露しました。来年度以降も

造林作業の省力化・軽労化につながる取り組みを

検証・提案するとともに、民有林への普及に向け

て取り組んでいきたいと思います。

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

コンテナ苗現地
検討会を開催！

グラップルによる下刈の 

コンテナ苗で低コスト化を検討ドローンの操縦体験 

造林作業の省力化・
軽労化の現地検討会
を開催 

名寄南小学校で
今年度２回目の
森林教室を開催 

デモンストレーション 

余市町関係職員に
対する無人航空機
（ドローン）講習会
を開催 

丁寧にドングリを植えました
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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
エ

ゾ
シ
カ
の
食
害
が
天
然
林
に
与

え
る
影
響
を
毎
年
調
査
し
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度
の
影
響
調
査
は
、

上
川
南
部
署
、
十
勝
西
部
署
、
胆

振
東
部
署
、
後
志
署
、
網
走
南
部

署
で
エ
ゾ
シ
カ
の
立
木
食
害
等

が
天
然
更
新
等
に
与
え
る
影
響

調
査
検
討
会
の
委
員
を
招
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

調
査
箇
所
で
は
、
現
地
検
討
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
８
月
26
～
27
日
（
上

川
南
部
署
、
十
勝
西
部
署
）
、
９

月
12
～
13
日
（
胆
振
東
部
署
、

後
志
署
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

現
地
検
討
会
で
は
、
同
委
員
か

ら
、
「
角
こ
す
り
は
、
オ
ス
が
生

息
す
る
証
拠
。
樹
皮
は
ぎ
の
発
生

数
は
シ
カ
の
生
息
密
度
と
必
ず

し
も
対
応
し
な
い
が
、
枯
死
木
が

発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
痕
跡
情
報
に
基
づ
い
て

そ
の
周
辺
で
駆
除
対
策
に
活
用

す
る
と
よ
い
。
」
と
痕
跡
か
ら
状

況
を
判
断
す
る
際
の
助
言
が
あ

り
ま
し
た
。

ア
オ
ダ
モ
の
萌
芽
枝
の
食
痕

を
例
に
「
食
べ
ら
れ
な
が
ら
も
少

し
ず
つ
成
長
し
て
い
る
。
い
つ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
食
べ
ら
れ
て
い

る
か
が
分
か
り
、
駆
除
の
方
法
の

ヒ
ン
ト
に
な
り
う
る
。
」
な
ど
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
現
地
検
討

会
を
行
う
意
義
が
大
き
い
と
感

じ
た
。
調
査
に
対
す
る
意
識
が
変

わ
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
」
、
「
見

る
目
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

簡
易
調
査
は
継
続
が
重
要
な
の

で
、
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
」
、
「
結
果
が
何

に
役
立
つ
の
か
が
は
っ
き
り
す

る
と
、
継
続
に
も
つ
な
が
る
。
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。北

海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
こ

の
影
響
調
査
を
全
道
で
平
成
22

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
の
調
査
で
こ
の
よ

う
に
大
規
模
に
継
続
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
調
査
結

果
は
研
究
者
か
ら
も
利
用
さ
れ
、

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
月
の
表
紙

「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
」

11
月
18
日
、
北
海
道
森
林
管

理
局
玄
関
ウ
ッ
デ
ィ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
「

ま
つ
ぼ
っ
く
り
に
色

を
ぬ
っ
て
木
に
か
ざ
ろ
う
」
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
森
林
や
林
業
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
い
北
海
道
森
林
管

理
局
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
企
画
し
た
も
の
で
す
。

ま
つ
ぼ
っ
く
り
や
木
の
板
な

ど
の
材
料
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
を
作
り
、
当
局

の
入
口
の
樹
木
に
飾
り
付
け
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

当
日
は
近
隣
の
小
学
生
な
ど

約

50
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
に
ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
国
有
林
の
多

様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
や
治

山
事
業
、
国
民
の
森
と
し
て
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
や
ふ
れ

あ
い
の
森
、
優
れ
た
自
然
環
境
を

守
る
取
組
な
ど
に
つ
い
て
話
を

聞
い
て
も
ら
う
時
間
も
あ
り
、
北

海
道
森
林
管
理
局
の
こ
と
を
知

っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。

角こすりの痕（トドマツ） 
何度も食べられたアオダモの
萌芽枝 

「
北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交

流
発
表
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
令

和
２
年
２
月

日
、

日
の
２

日
間
、
北
海
道
大
学
「
学
術
交
流

会
館
」
に
お
い
て
、
森
林
・
林
業

に
係
る
技
術
情
報
等
の
情
報
交

換
を
図
る
た
め
、
「
令
和
元
年
度

北
の
国
・
森
林
づ
く
り
技
術
交
流

発
表
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
、
森
林
づ
く
り
、
森
林
環
境
教

育
を
含
め
、
森
林
・
林
業
に
関
連

す
る
取
組
活
動
に
つ
い
て
の
発

表
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
森
林
管
理

局

を
ご
覧
下
さ
い
。

お
知
ら
せ

エ
ゾ
シ
カ
の
立
木
食
害
等
が

天
然
更
新
等
に
与
え
る
影
響

調
査
地
の
現
地
検
討
会

【
北
海
道
森
林
管
理
局
】
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